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Ⅰ　問題と目的（若年経験者教員の道徳授業の課題）
1　若年経験者教員の増加と道徳授業の課題
近年の教育課題の一つに若年経験者教員の増加が挙げ
られる。ここ数年，これまで学校を支えてきた指導力の
あるベテラン教員が大量退職し，児童数が減少している
にも関わらず，教員採用数は依然として高い水準にある。
都市部の学校では担任の平均年齢が30歳前後の学校もあ
るのが現状である。また小学校では，経験年数が10年未
満で学年主任を務めるケースも増えている。
学習指導，学級経営，生徒指導，保護者対応等，教員
の経験が指導の基盤となるものも多いが，中でも，「道
徳授業の指導についての不安」を挙げる教員は少なくな
い。小柴らが実施した「新教員免許状更新講習（選択必
修領域）についてのニーズ調査」（2016）1）によると「道
徳の授業づくり」へのニーズは，受講経験者群と受講経
験なし群とでは経験なし群のニーズが有意に高く，校種
別では小中学校が高校に比べて有意に高かった。道徳の
教科化を目前に控えた時期であるため，「道徳の授業づ
くりの基本的な流れ，実践例，教材と活用方法」等につ
いての研修ニーズは高いことが明らかになった。
このように，若年経験者を含めた道徳授業力向上，授
業改善が喫緊の課題である。
2 　「若年経験者の七つの躓き傾向」から
松田・土田（2016）2）は，道徳授業における若年経験
者の躓きづき傾向を 7 つに分類し，分析をしている。指
導案どおりに流そうとする，児童の意見を拾えない等の
ほか，校種や発達段階においての傾向（「ワークシート
に書かせすぎ」「話が長い」等）も明らかになっている。
（後述「Table 1 」参照）
松田・土田（2016・前掲）は，若年経験者教員が道徳
授業に不安をもつ要因として，「大学での指導案作成や
授業実践が乏しいこと」「指導する現職教員も道徳指導
案作成の経験が少なく，指導方法も多様化してないこと」
「モデルとなる道徳授業が少ないこと」等を挙げている。
その不安要因と躓き傾向を踏まえた若年経験者への指導
が今後の課題である。
3 　授業の研究協議の現状と授業改善
授業力の向上には，授業研究も重要であるが，指導案
作成と検討，授業実践，授業後の協議会の傾向をみると，
時間がかかっているわりには授業力向上に結び付いてい
ないのではないかと前述の躓き傾向を分析した第一筆者
は感じていた。
そこで，第一筆者は研究協議の持ち方を改善し，改善
のポイントをICTを活用して「見える化」したり，指導
案検討に授業者以外が指導者となる模擬授業を実施する
等，協議会・指導案検討会の改善に努めてきた。
これらの取組は一定の成果があり，指導案検討や協議
会を改善した学校では授業者の授業改善につながったと
の報告も受けている。
しかし，通常の道徳授業では，このような時間をかけ
ることができないのが現状であり，日常の授業改善につ
若年経験者教員の道徳授業改善への取り組みⅠ
―「道徳モデル授業プラン」の開発と実践 ―
松田憲子1）　　土田雄一2）　　尾高正浩3）　　岡田直美4）　　佐瀬久代5）
1）千葉県子どもと親のサポートセンター　　2）千葉大学教育学部附属教員養成開発センター　
3）千葉市立轟町小学校　　4）千葉市立稲丘小学校　　5）浦安市立明海小学校
Approachs to Improve the Moral Classes for the Several Experienced Teachers
MATSUDA Noriko1）　　 TSUCHIDA Yuichi2）　　 ODAKA Masahiro3）
OKADA Naomi4）　　 SASE Hisayo5）
1）Support Cennter for Children and Parents In Chiba Prefecture, 
2）Center for Research and Development in Teacher Education Faculty of Education, Chiba University, 
3）Todorokicho Primary School In Chiba City, 4）Inagaoka Primary School In Chiba City, 
5）Akemi Primary School In Urayasu City
本研究は若年経験者教員の道徳授業おける躓きを改善するための取り組みである。道徳授業の講師経験が豊富な教
員への聞き取り調査から，道徳授業の改善の方法を探った。経験の少ない教員に①授業展開の見通しが立てやすい教
材，指導案，掲示資料を用意，②校内の指導者が事前にポイントを指導し，実践した 3 授業（「モデル道徳授業」）を
考察したものである。どの授業もねらいが達成でき，参観者，授業者自身とも手応えを感じる授業を行うことができ
た。良い教材と指導案をもとに，具体的な授業展開をイメージできる適切な事前指導の有効性が明らかになった。
キーワード：若年経験者（Several experienced teachers）　道徳授業（Moral classes）　教員研修（Teacher training）
 
連絡先著者：土田雄一　y-tsuchida0826@chiba-u.jp
千葉大学教育学部研究紀要　第66巻　第 1 号　Ⅱ．人文・社会科学系
─ 310 ─
なげるためにはどのようにしたらよいかとの課題が残っ
ている。
そこで，本研究の目的は，若年経験者の道徳授業にお
ける躓き傾向を踏まえて，日常の道徳授業改善に向けた
方策を検討し，実践と分析を通して，その成果と課題を
明らかにすることにある。
Ⅱ　研究の方法
1　研究の方法
⑴　道徳授業改善に向けての聞き取り調査
全筆者 5 名で，これまでの道徳授業の若年経験者への
指導体験から，若年経験者の道徳授業の課題とその要因
について，「若年経験者の道徳授業の七つの躓き傾向」
（Table 1 ）をもとに，ブレーンストーミングで話し合っ
た。さらに若年経験者の道徳授業の改善に向けて，研修
の在り方や改善に向けての方法を検討した。
⑵　モデル道徳授業の選定と実践
道徳授業の基本となる「モデル道徳授業」を選定し，
第 3 筆者，第 4 筆者，第 5 筆者が勤務する小学校で，若
年経験者が，各筆者の指導のもとに授業実践を行った。
第 3 筆者の学校では低学年，第 4 筆者の学校では中学年，
第 5 筆者の学校では高学年で実践した。
Ⅲ　研究の実際と考察
1　聞き取り調査
⑴　対象と方法
道徳の指導主事等として，道徳授業の講師経験が豊富
である， 5 人の筆者でブレーンストーミングを行った。
⑵　内容
若年経験者の道徳授業の課題，道徳の研修，道徳授業
の特徴を踏まえた改善策について検討した。
⑶　聞き取り調査から
①若年経験者の道徳授業の課題
若年経験者の道徳授業で，まず挙がったのが「読み取
りだけの道徳になっている」という課題である。「道徳
の授業は，場面ごとにあらすじと登場人物の気持ちが，
どう変化していくのか読み取ること」と捉えている若年
経験者が多く，道徳の授業が子どもの心に響いていない
という実態が， 5 人から共通して挙げられた。
また中学校の道徳については， 2 つのタイプについて
指摘があった。 1 つは「指導書通りの一問一答型」の授
業である。一通りの発問が書かれたワークシートに書き
込むだけで，深まりも話し合いもない。もう 1 つは「自
作教材」による授業である。教材を自ら作成するという
意欲はあるのだが，道徳的なねらいが不十分で，深く考
える授業に至らないことが多い。
これらの課題は，授業のねらいについての考えが浅い
という点が共通している。良い授業は，指導観，児童観，
教材観が明確である。若年経験者は，子どもの実態を把
握し，児童観はしっかりしている一方で，「この教材で
ねらいをどのように考え，子どもにどこまで考えさせる
か」という指導観や教材観が曖昧なことが多い。つまり，
具体的なねらいを明確にもてず，あらすじを追う授業と
なっている。授業のねらいやねらいを達成するための指
導方法や授業展開を明確に描けず，指導書の通りに展開
するだけの授業となっていることが推察される。
それは，若年経験者が良い道徳の授業のイメージを描
けないことも要因となっているのではないか。若年経験
者が良い道徳授業を見た経験が少なく，身近に指導でき
る先輩もいないため，深く考える道徳授業がどのような
授業か，具体的にわからないことが大きな要因と考える。
②研修の在り方
では，そのような課題を抱えた若年経験者が，道徳の
授業力を高めるためにどのような研修が有効だろうか。
各市町村や県が主催する初若年研修では，道徳の研修を
実施している。しかし，人数が多い研修ではどうしても
受動的な学びになりがちである。①で述べたように，良
い道徳授業のイメージが希薄な若年経験者にとって，受
動的な学びだけでは授業の改善にまでつなげることは難
しい。
若年層教員の授業の改善を図るには，わからないこと
は何か，具体的に訊くことができたり，それに答えたり
する研修が必要である。そのためには各学校で具体的に
指導する研修が望ましい。
そこで，校内の若年層研修を変えることが必要である。
校長によるリーダーシップのもと，校内の若年層研修に
道徳授業に精通した外部講師を招き，具体的に授業の流
れを指導するのである。
若年経験者の授業改善を図るには，校内の若年層研修
に対する校長の意識の変革が必要である。受動的な研修
から，若年経験者に必要な手立てを示し，若年者が授業
について疑問を解消したり，上手くいかないと感じてい
ることを能動的に学んだりする積極的な研修へと転換す
ることが必要である。
③道徳授業の改善に向けて
若年経験者の実態と課題を踏まえ，授業改善に向けて
検討した。これまで若年研修等で授業研究を行う場合，
Table 1 　若年経験者の 7つの躓き傾向
①指導案通りに流そうとする。
　（形式的。発問が羅列的。）
②子どもの意見を拾えない。
　（つっこむこと，問い返しができない。）
③ 「ねらい」の意識が弱い。（何を目指した授業なのか，
ねらいへの意識が希薄。）
④子ども同士の意見の交流が少ない。
　（教師と子どものやりとり中心。）
⑤ 導入が長く，中心発問や終末の時間がなくなる。（頭
でっかち尻つぼみ。）
⑥教師の話が長い（多い）。
　（説明しすぎ。）
⑦ワークシートに書かせすぎる。
　（「書かせて発表」の繰り返し傾向あり。）
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多くは教材の選定や分析から行うことが多かった。良い
授業は指導観，児童観，教材観が明確である。そのため
教材の選定から始め，教材の分析とねらいの吟味，さら
に児童の反応を予想しながら授業展開の構想を立てる。
しかし，経験の浅い若年経験者にとっては教材の選定
も難しい。また多様な指導方法もわからないのが実態で
ある。授業イメージがわかないまま，授業前の検討でエ
ネルギーを費やしているのではないだろうか。これでは
授業改善に結びつく，研究授業とならない。
そこで授業改善に直結するための方策として，若年者
がねらいを達成しやすい教材，手法を含めた授業展開，
さらに黒板の掲示物の「道徳モデル授業プラン（セッ
ト）」を用意した。それをもとに若年経験者に授業をさせ，
道徳授業の手応えを体感・体得させるのである。若年経
験者は，どのような教材が良いのか，またその教材をど
のように授業展開するとよいのかわからない。そのため，
適切ではない指導方法や実態に合わない教材を選択して
しまい，「授業がうまくいかない」「つまらない」という
悪循環を起こしている。それを「道徳モデル授業プラン
（セット）」を用いて授業することで，道徳授業でねらい
を達成する手応えや，子どもたちから考えを引き出す楽
しさを味わわせ，授業改善を目指すのである。
④どんな教材や指導方法がよいか
「道徳モデル授業プラン」の検討では，各筆者のこれ
までの指導経験から，次のポイントが上がった。
・ 経験が浅い若年経験者には，ねらいが明確で，話し合
いがねらいからぶれない教材がよい。
・ 自分の考えがどれか，黒板にネームプレートで示す。
ネームプレートを貼り，子どもの考えを可視化するこ
とで，ねらいに対して意図的に話し合うことができる。
一点目のポイントはねらいについてである。これまで
も，ねらいについては多くの課題があった。そのためね
らいが教師にとっても子どもにとっても明確で，「何を
解決するのか」「何を話し合うのか」ぶれない教材が若
年経験者の授業改善には重要である。
また 2 点目として話し合う時の手立てが挙がった。ど
う話し合わせて良いかも若年経験者にとって難しい。そ
こで，誰がどのような考えを持っているのか可視化でき
るような手立てがあることで，意図的指名ができる。ね
らいに対して指名計画を立てられ，話し合いを充実させ
ることができると考える。
これらの検討をもとに，これまでの指導経験から 3 つ
の教材を選び，実践に向けて準備した。
2 　「道徳モデル授業プラン」の実践
第 3 筆者，第 4 筆者，第 5 筆者の勤務する各小学校で，
道徳授業の経験が浅い若年経験者を授業者に「道徳モデ
ル授業プラン」による実践を行った。実践に当たっては，
授業者の所属する学校の筆者が，授業の流れ等について
具体的に事前に指導を行った。
授業の概要及び事前の準備，指導はTable 2 の通りで
ある。
⑴　低学年実践「くり」（平成29年 5 月30日実践）
①授業者
低学年の授業者は，教職経験 2 年目， 2 年生担任の男
性教諭である。（指導者：第三筆者）
Table 2 　授業実践の若年経験者と事前指導・準備の概要
低学年
第 3 筆者勤務校
中学年
第 4 筆者勤務校
高学年
第 5 筆者勤務校
実施日 平成29年 5 月30日 平成29年 6 月14日 平成29年 6 月 8 日
指導者 第 3 筆者 第 4 筆者 第 5 筆者
実践学年 小学校 2 年 小学校 3 年 小学校 5 年
授業者 初任 2 年目
男性
初任 2 年目（講師経験 5 年有り）
男性
初任者（講師経験 3 年有り）男性
資料 「くり」
日本標準「みんなでかんがえるど
うとく」 1 年
「ぼくはMVP」
光文書院「ゆたかな心」 3 年
「最後のリレー」
NHK　Eテレ「ココロ部！」
事前の準備 ・ 授業の流れがイメージできる指
導案
・板書計画
・場面絵・黒板掲示用短冊
　（研究校から借用）
・ 授業の流れがイメージできる指
導案
・場面絵・黒板掲示用短冊
　（研究校から借用）
・ 番組HPからダウンロードした指
導案・掲示物・ワークシート
授業の手法 役割演技 スケール表とネームプレート 映像資料
事前指導 ・前日に90分個別指導
・ 模擬授業形式で， 1 時間の授業
の具体的なイメージを示す。
・ 授業当日，机の配置をコの字型
にする。
・事前に60分個別指導。
・ 一緒に授業展開を確認しながら
板書を構成し， 1 時間の流れを
示す。
・ 本時で活用する手法を事前に授
業で活用する指導。
・事前に60分個別指導。
・ 一緒に板書を構成しながら，発
問や子どもの反応を予想し，授
業イメージを持たせる。
千葉大学教育学部研究紀要　第66巻　第 1 号　Ⅱ．人文・社会科学系
─ 312 ─
②事前指導
第 3 筆者が事前に約90分間のマンツーマンで指導した。
授業で使用する掲示物等は研究校から借り，準備の負担
を軽減した。
指導では，まず，資料，指導案と板書計画を読ませた。
指導案は略案であるが，第三筆者が，発問や補助発問を
捕捉し，授業者がどのように授業するかイメージできる
ようにした。
次に教師を子どもに見立て，第 3 筆者が模擬授業をし
た。導入から展開，終末まで，黒板に場面絵やキーワー
ドの短冊を貼りながら，授業のポイントを示して説明し
た。（ 1 時間の流れと板書構成の理解）
この授業で取り入れた役割演技について，若年経験者
は未経験であったため，何のためにこの手法を行うのか，
始めに何と言うか，演技させる際の子どもの立ち位置も
指導した。（目的理解と監督としての指導の基本の習得）
机の配置も，互いに見合えるような形にしておくよう
助言した。（机の配置の確認・学習環境整備）
③低学年指導者から見た授業の様子
若年経験者は，落ち着いて授業をすることができた。
事前の模擬授業で一連の流れをイメージすることができ
ていたため，子どもの話をよく聞き，模擬授業の通りに
授業を展開することができた。
子どもたちは役割演技を通して，ねらいである「みん
なの幸せ」のために，いろいろな案を考えることができた。
この授業で，授業者はねらいに向けて子どもたちのさ
まざまな考えを引き出し，時間通りに授業を展開でき，
大きな自信が得られたようである。
④授業者の振り返りから
教材については「わかりやすい。（登場人物の）りす
も子どもたちに親しみやすい」と教材の良さを感じた。
（板書用の）教具についても事前に準備されていたので
負担が軽減し取り組みやすかった。
指導案については，流れがしっかりしていて，イメー
ジしやすかった。発問もわかりやすく，どこを子どもた
ちに考えさせればよいか，はっきりわかり，時間配分を
しやすかった。そのため，授業終盤でも，ねらいに向け
て「友達に優しくしよう」というまとめができた。初め
て行った役割演技で，子どもたちが喜んで演じている姿
に満足感を得ることができた。
⑤低学年実践の考察
まず，授業者が「教材のよさ」を理解できたことがあ
る。流れをイメージできていたため，どこを子どもたち
に考えさせればよいかがつかめていたこともポイントで
ある。指導案どおりに流れていたが，「指導案のとおり
にやることが目的ではなく，ねらいに向けた発問と活動
を意識していたこと」は，躓き傾向の課題をクリアした
ことにもつながっている。
何よりも，授業者が「満足感」を得たことは自信とな
り，今後の授業にもつながる実践となったと言える。
後日談ではあるが，授業者はのちの行政学校訪問で「道
徳授業」の実施を自ら希望したという。このことからも
道徳授業への関心・意欲が高まったことが伺える。
⑵　中学年実践「ぼくはMVP」
 （平成29年 6 月14日実践）
①授業者
中学年の授業者は，講師経験が 5 年間ある教職経験 2
年目， 3 年生担任の男性教諭である。授業者の勤務する
学校は，校内研究で道徳に取り組んでいるため，研究と
しての道徳授業も経験している。
②事前指導
第 4 筆者が事前に約60分間マンツーマンで指導した。
低学年と同様，授業で使用する教具等は他校から借用し
た。
事前に一緒に指導案略案を読みながら，導入，展開前
段，後段，終末の進め方を確認した。導入から，どのよ
うに発問して教材に子どもたちを引き込むか指導した。
さらに読み物教材の読み方，掲示物を黒板に実際に貼っ
ての板書など，一緒にやりながら説明した。
展開について，中心発問をどのように考えさせるのか，
子どもたちにワークシートに書かせる際の教師の机間指
導など，本時の展開の仕方だけでなく，授業の基本的な
スキルも指導した。
スケール表の活用については，別な教材で事前に授業
させておいた。その際の子どもの意見の板書の仕方の疑
問も，実際に示しながら指導した。ネームプレートを貼っ
た後の話し合いについても，時間をとりねらいに迫るよ
うな話し合いの仕方を指導した。
③中学年指導者から見た授業の様子
授業者は，子どもの意見に「そうだね」「なるほどね」
などあいづちしながら子どもの意見を聞いたり，「それ
はどういうこと？」など問い返すこともできたりと落ち
着いて授業を進めることができた。
授業者が迷っていた子どもの意見の書き表し方も，短
い言葉でわかりやすくまとめることができた。
中心場面で，子どもの意見が偏ったため話し合いに時
間がかかり，展開後段ができなかった。また，子供が「正
直に」と発言したのを授業者が聞き逃し，ねらいを授業
者が出してしまった。
しかし，授業最後の振り返りで，子どもたちがねらい
に関する「正直に」「ずるをしない」などの言葉を多く
書いており，ねらいについてよく考えていた。
互いに見合って話し合うため，机をコの字型にするの
を指示し忘れたが，授業者が「話している人を見ましょ
う」と促すことができ，感心した。
教材が子どもたちの実態に合っており，場面が把握し
やすく，何について話し合うのか考えやすかった。導入
でも，日常生活と関連付けて教材に入ることができた。
発問の数を少なくしたことで，議論する時間が多く取
れた。中心発問がわかりやすく，考えさせたいことがぶ
れなかった。（発問の焦点化）
指導略案の大まかな発問の流れと板書計画が明確なら
ば，ある程度自信をもって授業に臨める。もし，ねらい
からそれたり，ぶれたりした時は，軌道修正の補助発問
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で角度を変えて考えさせることが有効であることに，授
業者が気づくことができた。
④授業者の振り返りから
全体的にスムーズな流れで授業を行うことができた。
導入が実態に沿った話題だったので，コンパクトでス
ムーズにできた。また場面絵や短冊を用いたことで，子
どもたちが関心をもって教材を聞き，把握していた。
スケール表を用いた話し合い活動では，「言う」「言わ
ない」両方の立場の意見を聞き，全体で共有したり，計
画的に指名したりできた。教師と子どもたちとのやり取
りを，学級全体に返して全体で考えていく授業を行うこ
とができたように感じた。
一方「嘘をつかずに正直に言う」という本時のねらい
や時間配分を意識し過ぎ，「言わない」児童の意見を突っ
込んで聞くことができなかった。「言わない」立場の意
見をもっと拾うことで，より深められたのではないか。
児童の振り返りでは，「正直に言ったら，すっきりす
る」「これからは失敗や間違いをした友達に優しくした
い」などポジティブな意見が多く，本時の「正直・誠実」
のねらいを深められた。しかし，「もし主人公と同じ立
場になった時，やはり責められてしまうから言わない」
と振り返った児童もおり，学級の課題が見えてきたよう
に感じた。本授業に留まらず，他人との関わりの面で考
えさせられるように道徳授業をしたいと思った。
⑤中学年実践の考察
指導者や授業者のコメントから，授業のねらいが達成
できた授業と言えるだろう。それは，身近で課題がわか
りやすい教材のよさや事前の指導の成果であると考える。
授業者は，ねらいと流れを意識して落ち着いて展開でき
ていたことが伺え，「それはどういうこと？」等，問い
返しの発問ができていたことからもわかる。
低学年同様，ねらいを意識した授業展開を心がけてお
り，躓き傾向の課題をクリアしている。
授業者の課題意識はより高いものを目指したコメント
である。授業の手応え，達成感を感じつつもさらなる授
業改善への意欲が高まったととらえられる。
⑶　高学年実践「最後のリレー」
 （平成29年 6 月 9 日実践）
①授業者
高学年の授業は， 3 年間の講師経験を持つ初任者， 5
年生担任の男性教諭である。
②事前指導
第 5 筆者が，授業の展開に沿って，板書の構成，発問
や，予想される子どもたちの反応をマンツーマンで90分
ほど指導した。
子どもたちの発言を予想し，その意見に教師がどのよ
うに応じるのか，意見の受け止め方や切り返し（問い返
し）の発問を具体的に説明した。
話し合わせるために， 1 対 1 でのやりとりばかりでは
なく，子どもたちの意見をどう広げるか，また子ども同
士の意見の交流のさせ方についても例を挙げて指導した。
時間配分等と併せ，ワークシートの配付のタイミング
や机間指導についてもどんな目的で何を見るか指導した。
指導案，ワークシート，場面絵などの授業で使用する
教材は，教材の準備にかかる時間を減らすため，WEB
上にあるものをそのまま使用した。
③高学年指導者から見た授業の様子
授業者は落ち着いていた。また，子どもたちの言葉に
もしっかりと耳を傾け，切り返し（問い返し）の発問で
考えを深めさせようとしたり，クラス全体で共有しさら
に考えを広げようとしたりしていた。
「言う」「言わない」のところに多少時間が多く割かれ
たが，ほぼ予定通り展開し，時間内に活動を終了するこ
とができた。
子どもたちは，映像教材へ食い入るように目を向け，
時々テレビに向かって自分の思いをつぶやいている子も
みられた。とても意欲的に考え，発言していた。
子どもたちは，本教材のような判断に迷う場面につい
て考えたことがなかったようで，真剣に考えていた。振
り返りにもその点について多く書かれていた。
④授業者の振り返りから
教材や指導案，場面の写真等がすぐに手に入り，授業
の準備が楽だった。また授業の流れもイメージしやす
かった。
何を考えさせればよいかを絞ることができたので，教
師も児童も余裕をもって授業に取り組むことができた。
ねらいの「友情」「責任」の間で，自分が少し迷ったが，
最後はどちらも友達のことを考えていることには変わり
ないと事前指導で指導されたので，授業の着地点の方向
性を意識して展開できた。
子どもたちは，意見の出し合いや話合いを楽しみ，よ
く考えていた。考えることを楽しんでいたと感じた。
道徳の授業をうまく展開できるようになると，他の教
科の授業も上手に流せるようになるのではと感じた。子
どもの意見を引き出したり共有させたりすることなどで
ある。
授業を行うのが楽しかった。子どもと一緒に授業をし
たという時間が持て，またやってみたいし，隣のクラス
で機会がもらえるのならもう一度やってみたい。他学年
でも実践してみたい。
⑤高学年実践の考察
本実践でも授業のねらいは達成できている。教材が子
どもたちをひきつけ，真剣な話し合いにつながったこと
から，実態にマッチした教材であったことがわかる。
また，ねらいについては，自分が迷ったときに「どち
ら（の選択も）も友達のことを考えていることには変わ
りない」ことを事前に指導されていたことから，授業の
着地点を見失わずに展開できたことがわかる。
その結果，授業者は「授業を行うのが楽しかった」「も
う一度やってみたい」「他学年でも実践したい」とコメ
ントしているように，本教材での授業に自信と実践への
意欲をもったことが明らかである。
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3 　授業実践の考察
3 つの「道徳モデル授業プラン」の実践は，若年経験
者教員が実施する道徳授業として，ねらいが達成でき，
授業者の自信につながったことから，一定の成果を上げ
たと言ってよいだろう。
その要因を検討する。
①実態に合った魅力的な教材
3 人の授業者とも児童の実態に合った「教材のよさ」
を異口同音に挙げている。児童の実態に合った魅力的な
教材の選択は若年経験者が道徳授業を進める上で重要な
ポイントとである。
②負担が少ない授業準備
低学年と中学年は，近隣の研究校から指導案と教具（掲
示用資料等）を借りた実践であり，高学年は「NHK for 
School」の番組ホームページにある指導案，ワークシー
ト，場面絵等をそのまま活用した実践である。授業者本
人が指導案作成や検討をしたものではない。高学年の授
業者が「授業準備が楽だった」とコメントしていること
からわかるように，授業者の負担が少ないことも実践意
欲につながるポイントである。
③校内指導者によるマンツーマン指導の成果
本実践研究の大きなポイントである。やり方を本人が
考えるのではなく，まず，モデルとなる授業のしかたを
校内指導者からマンツーマンで教えてもらう方式である。
模擬授業や実際のやりとりを通して，ねらいと授業の展
開をイメージできた。また，どこがポイントか，どこで
問い返すか等についても理解でき，実際にそのような授
業展開ができたことで授業者は自信を持つことができた。
成功の要因として，事前指導によるところが大きい。高
学年授業者が授業者として迷う場面でも「着地点の方向
性（ねらい）を意識して」実践できたことからもその効
果がわかる。
④ねらいがぶれない授業展開
③とも関連するが，授業のねらいがぶれない授業展開
であり，それを校内指導者がしっかりと押さえているこ
とが 3 実践からわかる。展開がわかりやすく，授業の流
れをつかむことができたことも若年経験者が「落ち着い
て」授業に取り組むことができた要因である。
⑤効果的な指導方法の活用
低学年では「役割演技」，中学年では「スケール表」，
高学年では「対比的思考」（両面から考える）が用いら
れている。発達段階に応じた指導方法であり，「初めて
取り組む」子どもたちにとっても，比較的取り組みやす
かったことがわかる。子どもたちの学習意欲や考えを引
き出す効果的な指導方法（手法）を「道徳モデル授業プ
ラン」によって，授業者として，その効果を体感できた
ことは今後の指導に大きな意味を持つ。
Ⅳ　総合考察
「道徳モデル授業プラン」の 3 実践による成果と課題
から今後の教員研修や大学の道徳関係授業や教育実習な
どについて検討する。
①成功体験の重要性
指導案を自分で作成することよりも，まずは，「手応
えのある道徳授業実践をする」ことに意味があるのでは
ないだろうか。とするならば，初任者研修等でも，まずは，
手堅い道徳教材と指導案をもとに，道徳授業の感覚をつ
かむことに重きをおいてもよいのではないだろうか。道
徳授業のモデルとなる授業のイメージがもてない初任者
等では「道徳はむずかしい」「道徳の流し方がわからない」
等と始めに躓くよりも，ある程度の成功体験を積んだ後
で指導案を作成する方がより効果的なのかもしれない。
②大学の道徳教育・教育実習での指導の改善
大学の「道徳教育」等の授業でも「指導案作成」の前
に，基本となる授業プランでの実践を体験させることが
道徳授業の理解につながるのではないだろうか。学生の
自主性や実習先での指導を第一に考えるのは大切である
が，「ぶれない道徳授業」を体験することも教育効果が
あるだろう。そのための学年に応じた「道徳モデル授業
プラン」や「指導の仕方がわかる視聴覚教材（DVD等）」
の開発・活用を今後は検討する必要がある。
③校内指導者の育成
今回の 3 実践が一定の成果を収めた最大の要因は，「校
内指導者の力量」によるところが大きい。教材と指導案
がよくても同様の授業はできない。指導案に「指導の留
意点」があってもその軽重が若年者教員には伝わりにく
い。今回の事前指導者の 3 人は「道徳の指導主事経験の
ある管理職」である。校内における最高の指導者である
といってよい。たくさんの道徳授業を参観，指導し，若
年経験者の躓き傾向とその指導についての理解をしてい
るからこそ，「ねらい」からぶれないための適切な指導
ができたのである。
とするならば，道徳授業力の向上には，校内における
指導教員の育成が必要である。
本来であれば，「道徳教育推進教師」「道徳主任」等が
その役割を果たすのだろうが，その指導する人材の育成
がまだ追いついていないように感じている。
その人材育成には，各自治体の研修改善等が挙げられ
るが，道徳教育の最新情報等に加え，文部科学省が開設
した「道徳教育アーカイブ」等の活用のほか，実際に若
年経験者に事前にどのような助言をするか等の研修をす
る必要があるのではないだろうか。授業を見て指導をす
るのではなく，授業をする前に，成功体験を積ませるた
めの指導助言をするのである。
事前指導が機能すれば，若年経験者の道徳授業への不
安も軽減されるだろう。
④校長のリーダーシップと具体的対応
校内での研修や授業実践が若年経験者の授業力向上に
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重要であることはいうまでもない。その中心となるのが
校長であり，校内研修の改善や授業改善にそのリーダー
シップを発揮することを期待する。
校長が具体的に改善のための道筋と適切な指導者を招
聘することが大きなカギとなる。改善のために具体的に
何をするかが大事なのである。
今回の 3 実践は管理職自らが，校内職員の性格や現在
の力量をふまえた適切な指導をしたために効果があった
のである。はじめは外部講師の招聘でもよいが適切な指
導助言ができる人材をどのようにして育てるかも校長の
重要な役割と言えよう。
「道徳授業が上手な教員は，他教科の指導も上手」。こ
の言葉は，経験則によるものではあるが，道徳授業の難
しさとその指導力を身に着けることの重要性を物語って
いる。若年経験者がいきなり道徳授業の達人にはなれな
いだろうが，「校内指導者により適切な事前指導を受け
ながら成功体験を重ねる」ことが道徳授業実践への意欲
となり，さらなる授業改善につながるのではないだろう
か。本実践研究は，その一つの提案である。
今後は，「道徳モデル授業プラン」を増やすことや「中
学校における道徳モデル授業プラン」の開発等のほか，
人材育成についても研究を進めたい。
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